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支序

鷹巣遺跡の発掘は昭和 56年 9月 から12月 までの 3か月間実施されました。

この遺跡には古くから土器片や瓦片などが発見されており,ま た西方斜面には

瓦窯も付属する疑いがもたれ,単純な集落遺跡のみでなく二人関係集落も予想

される重要な注目すべき遺跡と推定されていました。

この度,当該地の一部に那珂精器株式会社工場建設の計画がもちあがり,会

社から大宮町教育委員会に発掘調査が委託されました。その後,大宮町鷹巣遺

跡発掘調査会が組織され,発掘調査を開始することになりました。

その結果,得ることのできた遺物のうち最も数量の多いものは,土師器片と

須恵器片であり,瓦の小片も混在 し,ま た住居址,土拡,溝状遺構,掘立柱建

造物址などが確認され,古代の人びとの生活の一端を知る上の貴重な資料を得

ることができました。

ここに報告書発刊をみることができましたのは,事前の発掘調査から全面的

なご理解とご協力をいただきました茨城県教育庁文化課,水戸教育事務所社会

教育課のご厚意と,調査団長伊東重敏先生はじめ報告書作成にあたられました

外山泰久氏,外関係各位のご協力の賜物であり心から謝意を申し上げます。

また,発掘にかかりました一切の経費を負担いただきました那珂精器株式会

社に対 しまして,深甚なる感謝を申し上げます。

この報告書によって祖先の偉業をしのぶことができると共に文化財に対する

認識が一そう深まり,遺跡愛護の精神,郷土を愛する心を培う上で貴重な資料

となることでしょう。是非,こ の報告書を活用されることを心からご期待申し

上げご挨拶といたします。

昭和 58年 3月

大宮町教 育委員会

教育長 大  越  四  良Б



序    支

昭和 48年 ,大宮町当局並びに地元鷹巣地区の方々の御協力により鷹巣字原

に工場進出をする予定で用地買収しましたところ,当該地は文化財埋蔵地であ

ることが判明いたしましたので,開発を一時見合せ発掘調査を実施することに

決意いたしました。

さっそく大宮町教育委員会に発掘調査を御依頼申し上げ,教育委員会の理解

ある御指導・御協力をいただき無事発掘調査が完了いたしました。

鷹巣字原地区は南に面 した平坦な台地であり,台地の西から南には台地をと

りまくように沢があり,東には沙沙たる水田が開け,久慈川から遠 く阿武隈山

系の山々を望む快適の地であり,先人達が生活の基盤とした土地であることも

うなずけるところであります。

今回の発掘調査によって,こ の地域の古代史の研究に貢献できれば幸いであ

ります。

私共も今後の開発については,先人の遺跡,文化財の保護には充分留意する

所存でありますので,よ ろしく御指導賜りますよう御願い申し上げまして御挨

拶といたします。

昭和 58年 3月

日立那珂精 器株 式会社

代表取締役  安  藤  進 一 郎



口

1)本書は,茨城県那珂郡大宮町鷹巣原 1409番地他に位置する鷹巣遺跡 (鷹巣原A遺跡改称)の

発掘調査報告書である。茨城県遺跡地名表番号 (596),大宮町遺跡地名表番号(10)に相当す

る。

2)調査主体は,日立那珂精器株式会社の委託によって大宮町教育委員会が組織した鷹巣遺跡発

掘調査会 (団長 伊東重敏)である。

3)発掘調査は,伊東重敏を調査団長とし,昭和 56年 9月 24日 から12月 25日 に至る間に実施

した。遺物・図面等の整理は,調査終了後,本書末尾に掲げる人々の協力を得て,大宮町福祉

センター内で行った。

4)発掘調査並びに報告書の作成・刊行にあたっては,次の諸氏の御指導を賜わった。

高根信和 。瓦吹 堅・阿久津久・佐藤政則・倉田義広・茨城県教育庁文化課 (順不同。散称略)

5)本書は,大宮町教育委員会の依頼により外山泰久が編集し,執筆は第Ⅲ 2・ 3章遺構を金田正

志が, 3章遺物・4章は外山泰久が行った。

6)発掘調査に関する写真の撮影は伊東重敏が行い,遺物については金田正志が日立市郷土博物

館の佐藤政則氏の協力を得て行った。

7)出土品をはじめとする調査資料は,大宮町福祉センター内に保管する。

例
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大宮町鷹巣遺跡発掘調査会規約

第 1章 総   則

(目  的)

第 1条 この会は,町が積極的に行う日立那珂精器株式会社の工場誘致にともない,工場敷地内

における遺跡の発掘調査を行い記録保存を図ることを目的とする。

(名  称)

第 2条  この会は,大宮町鷹巣遺跡発掘調査会 (以下「調査会」という。)と いう。

(事  業)

第 3条 調査会は,第 1条の目的を達成するため次の各号に掲げる事業を行う。

(1)遺跡の発掘調査

(2)遺跡の記録の作成

(3)その他目的達成に必要な事業

(事 務 所)

第 4条 調査会の事務所は,大宮町教育委員会社会教育課内におく。

第 2章 組   織

(役  員)

第 5条 調査会に次の役員をおく。

(1)会   長   1 名

(2)副 会 長   1 名

(3)理   事   若千名

(4)監   事   2 名

(会長及び冨1会長 )

第 6条 会長は,大宮町教育委員会 教育長の職にある者,副会長は,大宮町文化財保護審議会

会長の職にある者をもって充てる。

2 会長は,調査会の業務を統轄し,調査会を代表する。

3 副会長は,会長を補佐し,会長に事故があるとき,又は,会長が欠けたときは,その職務を

代行する。

(理  事)

第 7条 理事は,次の各号に掲げる職にある者をもって充てる。

(1)大宮町総務民生部長

(2)大宮町産業建設部長

(3)大宮町企画課長

(4)大宮町教育委員会教育次長
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(5)大宮町教育委員会社会教育課長                                ・

(6)鷹巣遺跡発掘調査団長

(7)大宮町文化財保護審議会代表者

(8)地元区長

(9)日 立那珂精器株式会社代表

l10)地元町議会議員

(監  事)

第 8条 監事は,会長が委嘱する。

2 監事は,こ の事業の管理及び調査会の経理に関する事務を監査する。

(役員の任期 )

第 9条 役員の任期は,調査会の解散までとする。ただし,役員に就任した際のその職に異動が

あったときは,当該職の在職期間とする。

(幹  事 )

第10条 調査会に幹事をおく。
2 幹事は,会長が委嘱する。

3 幹事は,会長の命を受けこの会の事務を処理する。

(調 査 団)                           。

第11条 調査会に調査団をおく。
2 調査団に団長及び調査員をおく。
3 調査団長及び調査員は,会長が委嘱する。

4 調査団は,発掘調査等の専門的事務を行う。

第 3章 役 員 △
=

(構成及び職務 )

第12条 役員会は,正副会長,理事及び監事をもって構成し,次の事項を決定する。

(1)事業計画の決定及び事業報告の確認

(2)予算の決定及び決算の承認

(3)規約の制定改廃

(4)解  散

(5)その他調査会の運営に関する重要な事項

(招  集)

第13条 役員会は会長が招集する。

(会議の運営 )

第14条 役員会の議長は,会長をもって充てる。
2 役員会の議事は,出席者の過半数でこれを決し,可否同数のときは議長の決するところによる。      ・
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発掘調査会規約

(書面決議 )

第 15条 会長は役員会を招集するいとまがないときは,書面をもって副会長及び理事の意見を聞

き会議に代えることができる。

第 4章 事務の管理 。執行及び財務

(経  費)
第16条 調査会の事業に関する経費は,日立那珂精器株式会社からの委託金をもって充てる。
(出納及び現金の保管)

第17条 調査会の予算は会長が経理する。

2 調査会に属する現金は,会長が定める銀行,その他の金融機関にこれを預け入れなければな
らない。

(出 納 員)

第18条 会長は,幹事のうちから出納員を命じなければならない。
2 出納員は,会長の命を受けて現金の出納保管その他の会計事務を行う。
(決  算)
第19条 会長は収支決算書を作成し,監事の監査を経て,役員会の認定を受けなけ/bl地 らない。
(その他財務に関する事項)

第20条 この規約に特別の定めがあるものを除くほか,調査会の財務処理に関し必要な規定につ
いては,役員会に諮り会長が定める。

第 5章 委   任

(委  任)
第21条 この規約に定めるもののほか,調査会の運営に関し必要な事項は会長が別に定める。
付  則
この規約は,昭和 56年 9月 2日 から実施する。
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大宮町鷹巣遺跡発掘調査会役員名簿 (B召和56年度)

役 員 名 氏 名 備 考

会 長 大 越 四 郎 大宮町教育委員会教育長

副 会 長 渡  辺    秀 大宮町文化財保護審議会会長

理   事 茅 根 憲 一 大宮町総務民生部長

中 崎 侃 治 大宮町産業建設部長

奥 村 義 三 大宮町企画課長

大  賀    誠 大宮町教育委員会教育次長

住  谷    順 大宮町教育委員会社会教育課長

伊 東 重 敏 大宮町鷹巣遺跡発掘調査団長

鈴 木 勝 一 大宮町文化財保護審議会副会長

小 野 瀬  政 之 允 大宮町鷹巣区長

安 藤  進 一 郎 日立那珂精器株式会社代表取締役

小 野 瀬  捨  次 地元町議会議員

監   事 広  木    勲 大宮町会計課長

栗  原    正 日立那珂精器株式会社総務課

幹   事 中 村 淳 公 大宮町教育委員会社会教育課長補佐

広 木 忠 雄 大宮町教育委員会社会教育主事
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第 1章 調 査 の 経 過

茨城県の中央部に連なる那珂台地上には,従来 ,梶巾遺跡・富士山遺跡・小野天神前遺跡 。一

騎山古墳群等の先土器時代から歴史時代に至る各期の遺跡の存在が知られていた。

昭和 56年に那珂精器株式会社は,大宮町の工場誘致政策に応じて大規模な工場設置を企画し,

その敷地をこの台地上の鷹巣地区に造成することにした。この地域には,金砂郷村大里地区の久

慈郡衛址推定遺跡群へ瓦類を供給したと考えられている鷹巣瓦窯址が存在していた。この事実を

知った同社は,造成工事前にそれらを調査し,記録を残す意義を認め,早速大宮町教育委員会

にそれを依頼 してきた。そこで同教育委員会は,昭和 56年 6月 24日 より7月 21日 に至る間

に予備調査を実施した。その成果について『略報』(本書末尾に付動 は,「 明確な遺構の所在確認に

までは至ってないが,遺物包合層には,ほとんど各 トレンチ共到達している。また,得ることの

できた遺物のうち,最も数量の多いものは,鬼高式と国分式に属する土師器片と須恵器片であり,

瓦の小片も混在している。また,土師器片のなかには,さ らに古式に編年されたものもある」と

報告している。この知見を基に大宮町教育委員会は伊東重敏を調査団長とする鷹巣遺跡発掘調査

会を昭和 56年 9月 に組織 した。

今回の発掘調査は,この予備調査の知見を基にこの調査会が主体となって昭和 56年 9月 24日

に開始され, 12月 25日 をもって終了した。調査終了後,直ちに那珂郡大宮町福祉セ ンターで出

土遺物をはじめとする関連資料の整理を行った。
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第 2章 遺 跡 の位 置 と環 境

(1)地 理 的 環 境

鷹巣遺跡は,茨城県那珂郡大宮町鷹巣 1409番地にある。 その遺跡をとりまく太宮町の地形を

概観すれば,当町の大宮台地を含む那珂台地は水戸市の一部を占め那珂町付近一帯をのせている

が,大宮町付近では那珂川,久慈川 ,玉川 ,緒川流域の沖積低地と,久慈山地 ,鷲子山塊へ続く

山地から形成されている。

また,大宮町付近は那珂サII,久慈川,玉川 ,緒川が作りあげた段丘構造を示しており,上位段

丘 ,中位段丘,下位段丘に区分されている。上位段丘は,緒川,那珂川東岸の中位段丘より北ヘ

の延長で,標高約 70mか ら漸次高くなっている。北部では山がせまっており,緒川,美和村境界

付近では標高 120m前後になっている。中位段丘は,久慈川西岸 ,那珂ナil東岸に発達 している標

高 30～ 35mの台地縁辺部と大宮町の中心地のある標高 35～ 75mの台地中心部に分かれ,上面

は関東ローム層に覆われている。下位段丘は那珂川,久慈川,玉川,緒川流域に分布している沖

積低地である。とりわけ,那珂川,久慈川流域沖積低地はそれぞれ,御前山村,山方町境界付近

で標高約 30m,那珂町,瓜連町付近で標高約 15mと標高差が約 15mの なだらかな傾斜を呈して

いる。これらの沖積低地は主に砂礫層より成り立ち,ほとんどが水田として利用されている。

高度は,全体的にみると久慈川,那珂川を両端にして台地中央へ ,ま た南東部から北西部へ漸

次高さを増している。

地質的には,大宮町の基底層の大部分は第二紀層であるが,緒サII村や美和村と境を接する付近

には鷲子・雅足古期岩層 (Tο万″ο力ο駒万αs力すο′J″ 励θ力s)と 呼ばれている古期岩類が発生 してい

る。表層は,大部分が関東ローム層で覆われている。しかし,那珂チII,久慈川,玉ナII,緒川流域

の沖積低地には関東ロームはみられず ,下位段丘堆積物(y"″ T″″♂σ♂DタタOd力d)である砂礫層

が分布している。また,それぞれの地層の侵蝕度は高さが増すにつれ,高 くなっており北西部の

山地ではこのため,深い谷を形成しているところもある。逆に,高 さを減じていく程侵蝕度は低

く,大宮台地付近から平坦な台地地形を示している。

鷹巣遺跡は水郡線常陸大宮駅の北方約 2航 ,国道 118号線の西方約 100mの大宮台地に形成

された中位段丘上に相当している。この遺跡の南側には西から東にかけて谷津が入り込んでおり,

遺跡のある台地との比高差は約 5mである。また,水田面との比高は東側で 20～ 30m, 西側で

は 5～ 10mである。

遺跡周辺は,畑地や雑木林になっており,瓦窯址が台地傾斜面付近に残っている。遺跡の南東

部約 400mの位置に谷津をはさんで,大宮地方広域組合消防本部と大宮保健所がある。この 2つ
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の建物の載 っている台地も遺跡の載 っている台地とほぼ同じ高度であり,こ こか ら町の中心部へ      
命

と台地が延びている。また,東側 700～ 800mの位置に,南北に久慈川が流れており,それと併

行するように岩崎幹線用水路が台地縁辺部を流れている。                        s

参 考 文 献

1)貝塚爽平 「関東平野の地形発達史」(地理学評論31-2)1958

2)阿久津純 「茨城県常陸大宮付近の地形地質」(宇都宮大学学芸学部研究論文集 第 2号)1953

3)飯村潔・井尻正三・大森昌衛・郷原保真 「茨城県山方町から発見された石器について」(地球科学

第 80号)1965

(2)歴 史 的 環 境

大宮町は那珂川,久慈川,玉川,緒川などが流れ,豊富な水量と共に動植物の種類も多い。ま

た,「常陸国風上記」の久慈郡の条に「郡西□里,静織里。上古之時,織綾之機 ,未在知人。千時 ,

比村初織。因名之。北有小水。丹石交雑。色似蝙碧,火鑽尤好。以院玉川。Jと あり,古代におい

て紡織が盛行 していた様子がうかがわれる。これは,当時の人々の居住に適した環境であったろ

うと推測できる。

茨城県北部には,山方町山方遺跡 ,日立市鹿野場遺跡などの先土器時代の遺跡が知られている。
(註 1)                ギ

大宮町の中では,小野高ノ倉遺跡が現段階で最古の遺跡であるうと思われている。この遺跡は未

発掘であるが,先土器時代でも比較的古い時期のものであると推定される。他の先土器時代の遺

跡には,小野天神前遺跡 ,東野遺跡 ,梶巾遺跡などがある。

この後,土器を伴う縄文時代が続くわけで,中期から後期にかけては若林A遺跡,三美遺跡,

諏訪台遺跡,上村田遺跡 ,東野遺跡,八幡山遺跡,東平遺跡,坪井上遺跡,高 ノ倉遺跡 ,宮中遺

跡 ,根岸遺跡 ,泉沢A遺跡などの遺跡がある。晩期の遺跡では,小野天神前遺跡が代表的にある。

大宮町の弥生時代遺跡として,富士山遺跡 (大宮遺跡), 坪井上遺跡 ,高ノ倉遺跡,梶巾遺跡 ,

糠塚遺跡などで弥生後期の上器が確認されている。とりわけ,小野天神前遺跡からは弥生中期の
(註 2)

代表的な土器である女方式土器が出土 している。

古墳として特にとりあげたいのは岩崎古墳群である。このうち岩崎 1号墳からは古式上師の破

片と考えられる資料が採集されている。また,鷹巣古墳群からは須恵器や形象埴輪を含めた豊富
(註 3)

な埴輪類が出土 している。その他 ,根本古墳群 ,小祝古墳群 ,一騎山古墳群 ,富士山古墳群 ,大      >

宮高校古墳群 ,糠塚古墳群などが知 られている。

奈良時代頃の寺院址は,大宮町において確認されてないようである。 しか し,国分期を主体 と      ,

する土器がみられる鷹巣遺跡 (本報告遺跡),この付近には布目瓦が出土している鷹巣瓦窯址がある。
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第 2章 遺跡の位置と環境

国分期の遺跡には八幡山遺跡 ,東平遺跡 ,坪井上遺跡 ,高ノ倉遺跡 ,宮中遺跡 ,一騎山遺跡 ,小

野天神前遺跡がある。

鎌倉時代以降になると部垂城址,小場城址,前小屋城址,宇留野城址などがつ くられた。この

中で ,宇留野城址などは堀跡がはっきり残存 している。

註 (1)外山泰久の表面採集資料 (1970年発見)に よる。石材は馬瑠を用いている。 また,石刃と思わ

れるものも発見されている。その他,小野天神前遺跡からは,細石刃や細石刃核も採集されて

いる。

(2)佐藤次男他 「弥生土器―関東,東関東 1-」 (考古学ジャーナル3,No 146)1978

(3)1982, これらの遺物は金田正志の表面採集資料による。岩崎古墳群は,大宮町岩崎字後原 ,

鷹巣古墳群は,大宮町鷹巣上坪,下坪原に位置している。

参 考 文 献

1)佐藤政則 「茨城県北部の国分期土器について」(紀要 1 日立市郷土博物館)1981

2)高根信和 「常陸一騎山」 1974

3)阿久津久 「茨城県大宮町梶巾遺跡の調査」(「考古学ジャーナル」血 122)1976

4)佐藤政則 「日立市六ツケ塚遺跡発掘調査報告書」 1978

5)茂木雅博 「常陸部原遺跡」 1982

6)阿久津久 「大宮町小野天神前遺跡の分析」「同。(2」「茨城県歴史館報 6・ 7」 1979,1980

7)佐藤達夫 「茨城県山方遺跡調査略報」(「茨城県史研究」34)1976

8)井上義安 「富士山遺跡発掘調査報告書」 1979

9)栗田則久 「日立市鹿野場遺跡発掘調査報告書」 1979

10)久松潜一 「常陸国風土記」「風上記」(tD 日本古典全書)1965

-9-





①

?                                          2Pm

第 2図 鷹巣遺跡遺構分布図

一
H―



第 3章 遺 構 遺 物

第 1節 遺 構

1 号 住 居 址 〔第 3図〕

本住居址のプランは,東西 3.75× 南北 3.6mと ほぼ正方形に近い。柱穴は確認されなかった。

床面の状態は比較的堅 くしまっている。床面は,南壁側にそって落ち込みがみられる。また,

北壁の東側にも同様の落ち込みがみられる。カマドは,天丼部は残存せず北壁中央部に位置し,

奥行き lm,幅 1.lmである。この中には,粘土 ,炭化物粒子,焼土粒子が混入していた。火床

部は,平坦であり,全長約 90 Cm,・幅約 40 cmで ,よ く熱を受けており,赤 く焼けていた。

出土遺物は少なく,カ マ ド付近から土師器の甕形土器の日縁部破片や数個の礫が住居址中央よ

りやや北方によったところで発見された。

2 号 住 居 址 〔第 4図〕

本住居址のプランは,東西 3.07× 南北 2.85mの隅丸方形の住居址である。柱穴は 1号住居址

と同様に確認されなかった。しかし,小ピットが東壁の南側に 1つと,西壁南側に 2つ ,また南

壁にも浅いピットが見られた。床面はやや凹凸が見られる。壁面は立ち上がりが弱く,カ
マドは,

東壁に位置し,奥行き約 85 cm,幅約 50 cmで ある。火床部は,長さ約 lm,幅約 40cmである。

出土遺物は少な く, カマ ド内及び,カ マド付近に土師器甕形土器片と郭形土器
の破片がみら

れ,礫もカマ ド付近から数点まとまって出土した。

3 号 住 居 址 〔第 5図〕

本住居址のプランは,東西 4.27× 南北 4.23mと ほぼ正方形に近く, 隅丸方形の住居址である。

柱穴は 4本確認され,Plは長径 50 cm,短径約 40 cm,深さ 62cm,P2は 長径 55cm,短径 40

cm,深さ63 cm, P3は 長径 68cm,短径約 40cm,深さ 40cm,P4は 長径 45cm,短径 35cm,

深さ 40 cmである。

カマドは北壁中央右寄りに位置し,プ ランは奥行き約 1 lm,幅 0。 9mである。 遺存度は良好

で天丼部が残存していた。また,貯蔵穴と考えられるピットが北壁東寄りに検出された。大きさ

は長径 90cm,短径 85cmであり上器片や石組みではないかと思われる集石が発見された。

出土遺物は,柱穴・焚口 。貯蔵穴内等から土器片が出上した。また,上製紡錘車が発見されて

いる。

4 号 住 居 址 〔第 6図〕

本住居址のプランは,東西 3.5× 南北 3.3mあり,正方形に近い。】ヒ壁と東壁にカマ ドがみられ
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第 3図  1号住居址実測図

た。これは,北壁のものは,すでに埋められた状態であったが,東壁のものは,カ マドに赤変した

土器片,焚日の手前では土師器甕形土器片などがまとまって出上した。ビットは 2ケ所検出された

が,柱穴は確認されなかった。Plは長径 58 cm,短径 40 cm,P2は長径 40cm, 短径 36cmを

測る。床面は堅くしまっており,壁の立ち上がりは,約 40cm程ある。
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第 3章 遺構・遺物
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第 4図  2号住居址実測図
m

出土遺物は,上器片以外では,床面より上製の紡錘車,鉄製紡錘車,砥石などが,ま た覆土中

よリフイゴの口,鉄鮮などが出土している。

5 号 住 居 址 〔第 7図〕

本住居址のプランは,東西 3.85× 南北 3.8mのほぼ隅丸方形の竪穴住居址である。柱穴は確認さ

れなかった。ピットが 2ケ所検出された。 Plは長径 86cm,短径 72cm,P2は長径 68cm,短径

32cmを測る。床面は上部が比較的やわらかく,壁の立ち上がりは約 30cm程である。
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第 5図  3号住居址実測図
0                        2m

カマドは東壁に位置しているが,天丼部及び袖部の痕跡だけがわずかに確認されたのみである。

出土遺物は少なく,土器片がカマド内及び焚口付近から8点 ,Plか ら 1点など 11点出土して

いる。

6 号 住 居 址 〔第 8図〕

本住居址は, 5号住居址の近くに確認された。プランは,東西 3.1× 南北 2.5mの 隅丸方形の

竪穴住居址である。カマ ドは北壁中央部に位置している。天丼部はほとんど残存していない。西

壁外部に 6号と付属するのではないかと思われる遺構が検出されているが詳細は不明である。

出土遺物は,カ マド付近からの出土が多く,特に土師器の甕形土器をさかさにしてカマドの煙

道部の補強のために使っていた。また,石製紡錘車が 1点出上している。また,炭化材が検出さ
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第 3章 遺構・遺物

0                              2m

第 6図  4号住居址実測図

れ,その下方には,土師器郭形土器 (内黒)が発見されている。

7 号 住 居 址 〔第 9図〕

本住居址のプランは,東西約 4.3× 南北 3.6mの隅丸方形の竪穴住居址である。柱穴は確認さ

れなかった。

カマ ドは東壁に位置し,プ ランは奥行き 70cm,幅 65 cmである。遺存度は悪く,天丼部は確

認されなかった。

出土遺物は,豊富で東南壁にそうように出土 し,須恵器郭 。日縁部を打ちかいて更にていねい

に削った痕跡のみられる須恵器長頸壺が発見されている。また,多量の細長い土錘がみられた。

-17-



5950お生__

第 7図  5号住居址実測図 9                  _________――――――――~~――ξ
m

この住居址を特徴づけている同一文字を二文字記 した墨書した土師器郭形土器 (内黒)が数点発見

されている。砥石は北壁中央より出上し細長く,その中央に溝がみられるものである。また刀子

も発見されている。

8 号 住 居 4L(A・ B)〔第 10図〕

8号住居址 (A・ B)の西方には 1号掘立柱建造物址が確認されているが,8号住居址(A洵 らゝ述
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第 8図  6号住居址実測図

べることにしたい。

住居址(A)は , ピット群との重複がみられ,住居址のプランは,東西 2.8× 南北 2.5mの 隅丸

方形,壁の立ち上がりは約 10cmで あり浅く,柱穴,出土遺物は発見されなかった。

住居址(A)の一部を切って住居址 (B)が構築された。本住居址のプランは,東西3.05× F朝ヒ3.2

mの隅丸の方形を呈し,壁の立ち上がりは深く約 52cm程である。カマドは】ヒ壁中央部にみられ,

両袖に凝灰岩の石を使っている。

床面は比較的よくしまっており,凹凸がみられる。床面周囲には浅い溝(10 cm)が めぐってい

た。

出土遺物は,カ マドの両袖付近に土師器郭形土器 (内黒)の墨書土器が発見されている。その他

は覆土中より少量の上器片が発見された他はみるべきものがなかった。

9 号 住 居 址 〔第 11図〕

本住居址のプランは,東西 3.65× 南北 3.6mの隅丸方形の規模を測る隅丸方形の住居址である。
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第 9図  7号住居址実測図

柱穴は 3本確認されている。Plは大きさ 30cm,深さ 31cm,P2は楕円形であり, 大きさは長

軸 37× 短軸 27cm,深 さは 13 cm程 で,P31ま長軸 30 cm× 短軸 25cm,深さ 9cmである。壁の

立ちあがりは 28 clnで 床面は堅くしまっていた。カマドは北壁中央に位置し,残存する大きさは

奥行き 70cm,幅 55 cmである。

出土遺物は少なく,土師器甕形土器の破片とタタキロのある須恵器甕形土器の小片が発見され

ている。

本住居址の北方に隣接して,東西に溝状遺構が存在し,ま たこの溝状遺構と平行するように本

住居址を切って重複のみられる柱列が存在する。

10号 住 居 址 (A・ BoC・ D)〔第 12図〕

本住居址 (A・ B・ C'D)は ,他の住居址とは離れて最も西方において発見された。住居址はかな
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第 10図  8号住居址 (A・ B)実測図

-21-



りの重複がみられ,最低 4軒認められる。プランは住居址 (A)イよ東西 2m×南北 32mで ある。壁      ・

の立ちあがりは 20cm程である。 9つのビットが確認されているが,明 らかに柱穴と考えられる

ものは確認できなかった。出土遺物は土師器甕形土器,土師器郭形土器片が南壁付近より発見さ      ぃ

れている。住居址(B)の東方にはカマ ドが発見されており,西壁を確認できなかった。住居址(B)

の南壁は立ちあがりは弱く10cm程であった。またこの住居址は南北に細長い溝がみられ,住居

址 (C)は東西 2.9m× 南北 2.lm程の長方形の住居址と思われる。本住居址を切ってピットが 2つ

みられるが遺物はみられなかった。住居址 (D)イよそのコーナーのみが確認されているのみである

が,およそ東西 2.9m× 南北 2.3mの大きさである。住居址 (B)の東壁より発見されており,こ こ

からは土師器甕形土器や裾部に使用したと思われる切り石が発見されている。残存状態はあまり

良 くなかった。その他,住居址 (C)からは若子の上師器甕形土器の発見が確認されたのにすぎなヒち
1号掘立柱建造物址 〔第 13図〕

本址は, 7号住居址の東方と8号住居址の西方に検出された。

推定約 12.9m2の床面積をもつ ,3間 ×2間の掘立柱建物址である。柱穴の平面状態は,円 ・

楕円と一定しない。柱穴の深さはほぼ一定である。柱間は,東―西で1.2～ 1.4m,南―北で1.65

mを測る。また,柱穴の一つからは,ソ ロバン玉形の土錘が発見されている。

掘り方は直径 45～ 55cmほどのもので,深さは 25～ 50cmま で及んでいる。

2号掘立柱建造物址 〔第 14図〕

本址は, 1号建物址の北方, 4号住居址の北西方に検出された。推定約 5.l m2の 床面積をもつ,

2間×1間の建物址である。 柱穴の平面形態は,円 。楕円と一定でないが,直径 25～ 50cm程の

もので,深さは遺構確認面から25～ 45cmま で及んでいる。柱間は,東―西で 1.25～ 1.4m,

南―北で 2.Omを測る。

第 1号 土 拡

本土拡は,第 1号掘立柱建造物址の遺構の西南方約 2mの ところで検出されている。

土拡の規模は径 1.4× 1.lmを呈し,深さは 1.75mである。

出土遺物は,甕形土器の破片や文字の不鮮明な墨書土器の破片が出土した。

第 2号 土 砿

本土拡は,やはり第 1号掘立柱建造物址付近で検出されており, 1号土拡より西側に確認され

た。

土拡の規模は,径 1.2Xl.Om,深さは 1.635mである。底面は比較的平坦であった。          o

出土遺物は,わずかな土器片が発見されたにすぎない。

溝 状 遺 構

本遺構は,ほぼ直線的に柱列と思われるピット群が並列し溝はほぼ東西に走る。幅 0。 9m,深
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第 3章 遺構・遺物

さ 32 cm,確認された部分の長さ 4m程で,断面はV字 型を呈している。溝の南側に 0.5m程

のビット群が確認されている。また,溝中からの土師器片は数片出土した。

本遺構の近くには 9号住居址が検出された。確認された部分より西側は未発掘のため,確認は

できなかったが予備調査の際に設定した トレンチより溝状遺構の一部が確認されている。

-23-
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第 3章 遺構 。遺物

第 2節 遺   物
遺 物 観 察 表

法量はHXWと し,数字を(  )で囲んだのは破片実測のためである
また,数字の下の_は 座位,上の

~~~は
口径を示す。

陛居助 電販番 号 器  種 法  量 特  徴
成 形

胎 土 色 調 偏  考
外 肉

表 15-1 甕 形 Q29)X(198 不 明 ヘ ラ 削 り
砂
りじ

小
ま 暗 褐 色

2 須 意 器 郭 形 55×  65 横  ナ  デ ケ
卜  砂
表 じ り

暗 灰 色

3 須 恵 器 郷 形 ( 4)×(152 横  ナ  デ ケ
砂
り

小
ま

・
色
黒
褐
勺
嗜

4 甕 形 ( 7)X ヘ ラ 削 り ヘラみがき
石

り 暗 褐 色

5 甕 形 Q06)× 201 不 明 ヘ ラ 削 り
石

り 嗜掲 色

1号住 15-8 甕 形 948)X(37 ヨ唇部が立つ 騰  ナ  デ ヘ ラ 肖Uり 抄ま じり 男 茶 色

9 甕 形 926)X(91 口唇部が立つ ヘ ラみがき ケ 抄ま じり 暗 褐 色

小 型 甕 形 5)X l16 タテヘ ラ削 り ケ 母
軋
昌

抄 砦 褐 色

11 小 型 甕 形 (55)X l16 口唇部が立つ ヘ ラ 削 り ケ 抄まじう 暗 楊 色

杯 形 39 X 146 器肉厚し 横  ナ  デ ヘラみがき 母
�
妻

秒
内 黒・
暗茶褐色 回転

ヘ ラ切 り

ITh 形 42×  92 不 明 ヘラみがき
≡ 母 。

秒ま じり
内 黒 ・
膳本想缶 回転

ヘラ切 り

2号住 15-14 腕 形 (64)× ケ ヘラみがき 母
�
震

少 嗜 褐 色 子もちヘ ラ切 り

邦 形 (28)X ケ ヘ ラみがき 雲 母
・

あ子 11ぬ
有 黒 ・
塔 茶 色

引転糸切 りのち
子もちヘラ切 り

杯 形 43X126 ケ ヘラみがき 母
撹
壼
〓
小
ツ

暗 褐 色 子もちヘラ切 り

[7 高台付皿形 ケ ヘラみがき 要 母
・

小子 I→ n
為 黒 ・
白 褐 色

子もちヘラ切り
∃ 書 あ り

高 台 付 皿 形 (53)X ケ ヘラみがき 母
趙
壼
下
か
´

●
侮
黒内

日

16-1 甕 形 (18)X(29 ヘ ラ 削 り ヘ ラ 削 り
小  石
ま じ り 暗茶褐色 氏部窯印あり

3号住 16- 2 小 型 甕 形 052)X(103 単回縁 面 と り ? 不 リ
石

り

Ｊ、

ま 暗茶褐色

甕 形 912)×(142 単日縁
ち
き
の
が

り

み
ヘ
ヘ

不 リ 砂ま じり 暗 灰 色

4 甕 形 (83)×  76 ヘ ラ 削 り ケ 少ま じり 掲  色

須恵器郭形 46× 146 横  ナ  デ 横  ナ テ 少ま じり 嗜 灰 色

須恵器蓋形 338)X 36 ヘ ラ 削 り ナ
卜  石
I I→  め 瞥灰 色

7 甕 形 Q38)×  21 ヘラみがき 不 明
景 母 。

少ま じり
著 褐 色

啄 形 (32)×  98 ケ ケ
母
封

茶 褐 色

9 腕 形 (67)X 98 ヘ ラみがき ヘラみがき 母
れ
Ｅ

●
砂

イ

内 黒 ・
旨 褐 仲

不 形 (25)X 98 横  ナ デ 横  ナ  テ 少ま じり 薄オレンジ 畳部ヘ ラ切 り

4号住 17-1 小 型 甕 形 056)× 182 ヘ ラ 削 り ケ
石

り

い

ま 暗茶褐色 五部欠

2 小 型 甕 形 Q38)X 16
ヘラ肖」りのち
ハ    ケ ケ 少ま じり 嗜 褐 色

3 高台付郭形 (24)X 64 ケ ヘラみがき 少まじり
勺 黒 ・
白 茶 色

4 高台付郭形 (21)X 122 ケ ヘ ラみがき 抄ま じり 自 茶 色

6 小 型 甕 形 (96)X136
ヘラ削 りのち

ケ
ヘ ラ 削 り

要 母 ・
弥き Ii n 暗 褐 色
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庄居勘 コ版番号 器  種 法  量 特  徴
成 形

胎 土 色 調 備  考
外 内

4号住 17-6 須 恵 器
小型短頸壺形

6X⊂ 36 自然釉 ケ ケ 砂まじり 白 灰 色

7 高 台 付 皿 形 ( 2)X(82 ケ ヘラみがき砂まじり 暗 褐 色 静止糸切り

8 須恵器蓋形 (152)x(1 ケ ケ 砂まじり 白 灰 色

9 杯 形 ( 38)X 148 ケ ヘラみがき砂まじり 内黒茶色 墨言

腕 形 43x136 ケ ヘラみがき砂まじり
殉  黒
暗 褐 色

高 台 付 皿 形 3.6 × 182 ケ ヘラみがき
雲 母・
砂まじり

勺  黒
曽褐 色 回転糸切

り

5号住 甕 形 (232)X(80 不 明
石
り

小
ま 暗 褐 色

甕 形 (196)X(21 ヘ ラ 削 り サ サ ラ 状 母
繊
雲
砂 暗 褐 色

甕 形 (186)X(74 ヘラみがき状 サ サ ラ 状 母
鉗
雲
砂 暗 褐 色

甕 形 (178)X( 63 面とりのち サ サ ラ 状 母
誠
雲
砂 暗 褐 色

小 型 甕 形 (166)X( 3α ヘ ラ 削 り ケ 砂まじり茶 褐 色

18-1 小 型 甕 形 ( 16)X(81 ヘ ラ 削 り サ サ ラ 歩 砂まじり 暗 褐 色

2 甕 形 (204)X(  7 ヘ ラ 削 り ヘ ラ 削 り
小  石
士 ti b 暗 褐 色

3 甕 形 (232)X(9π う す  い サ サ ラ リ 雲 母 ・
砂ま じり

暗 掲 色

4 小 型 甕 形 136)X( 70 面とりのち
ハ    ケ ケ 砂ま じり 暗 褐 色

5 小 型 甕 形 144)× ( 50 ヘ ラ 削 り ケ 砂まじり 茶 褐 色

6 不 形 44X138 ケ ヘラみがき 雲 母
・

砂ま じと
内  黒
暗 褐 色

手 もちヘ ラ切 り

7 必 形 52 X 148 ケ ヘラみがき 雲 母
・

あ 寺 ド ぬ
内  黒
熊 態 毎

回転糸切 りのち
1司岳ヘラ初 め

8 小 型 甕 形 146)× ( 70
面と りのち
ハ    ケ ケ 砂ま じり 暗 褐 色

9 皿 形 22X132 底部突出 ケ ラみがき 要 母
・

あ
=ド
n
内 黒 。

白 本 色
回転糸切 りのち

ケ

郷 形 47X144 底部突出 ケ ヽラみが き 」ヽ  石まじり悪
・
色
黒
褐
内
暗 回転ヘラ切り

11 皿 形 14 X 122 底部突出 ケ ラみがき 襄 母
・

あ↓ I→ め
内 黒 。

明 茶 色
回転糸切 りのち
回転ヘラ切 り

12
須  恵  器
長 頸 壺 形

198)X(5' 自然和 ヘ ラ 削 り ナ 砂まじり 暗 灰 色

6号住 甕 形 20)× 236 器肉厚 し ヘ ラ 削 り ヘ ラ 削 り
石英小石
ま じ り 暗 褐 色

小 型 甕 形 152)X 166 器肉厚 し ヘ ラ 削 り ケ
雲 母 ・
剤 キゝ I,お 暗 褐 色

甕 形 7)X ラ 肖J り ヘ ラ 削 り 石
英小石
ま じ り 嗜 褐 色

19-1 甕 形 ( 14)X 196
テ肖」りのち
ケ

雲 母 ・
虚い寺 I→ ln 嗜茶 色

2 甕 形 (107)×  186 器肉厚し ラ 削 り ケ 砂ま じり 曽 茶 色

3 甕 形 79)× 208 ラ 削 り 雲 母 ・
鵬↓ドめ 暗茶 色

4 郭 形 43)× 114 ケ ヘラみが き 砂ま じり
為 黒 ・
喜 想 傷 墨書

5 孫 形 46)X 134 黄 ナ  デ ヘラみがき 雲 母 ・恥士 li n
有 黒 ・
膳 綱 fb

6 皿 形 132 ケ ヘ ラみが き 雲 母
・ 勺 黒 ・
悽 想 毎
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住居跡 翼版番号 器  種 法  量 特  徴
成 形

胎 土 色 調 備  考
外 内

6号住 19-7 郷 形 (38)X132 ケ つ翔
〈

ヘ 母
軋
雲
砂

・
色
黒
褐
内
暗

8 必 形 ( 44)X 126 ケ
ハ ケ の せ
ヘ ラみがど 母疵

雲
砂

・
色
黒
掲
勺
嗜

9 啄 形 44 X 142 冶
上精選 され

も  ろ  い ケ ヘ ラ み が 遣 母
錠
雲
砂

・
色
黒
褐
勺
嗜

7号住 甕 形 12)× 252 ヘラみが き す旨  圧  ″
句`      4
ま じ り黄 褐 色

11 甕 形 (17.8)X204 ヘ ラ 削 り ヘ ラ 削 り 砂ま じり 音茶 色

小 型 甕 形 145)X146 ヘ ラ 削 り 不 Hl
雲母・小
石まじり 嗜 黒 色

甕 形 (75)X 196 横 ナ デ 砂まじり 嗜茶褐色

甕 形 61)X 94 ヘ ラ 削 り
雲母・ /1

砂ま じり
茶  色

20- 1 甕 形 9)X  16 ヘ ラ 削 り
石

り

い
ま 茶  色

2 甕 た 75)X 19_6 横  ナ デ 砂ま じり

3 須  恵  暑
長 頸 壺 元

176)X  ll 自然釉あり ケ 不 Rl 砂ま 灰   色

4 甕 光 178)×  72 ヘ ラ 削 り ヘ ラ 削 り 砂ま じり 暗 茶 色

5 小 型 甕 光 145)X146 ヘ ラ 削 り 不 Hl
雲母・ 小
石ま じり 暗 黒 色

6 小 型 甕 光 21)X 74 ヘ ラ 削 り ケ
石

り

小

ま 暗 褐 色

7 甕 形 62)×  86 ヘ ラ 削 り 不 RJ

石

りじ
小
ま 茶 褐 色

8 阻 形 52X182 勺面光沢あり 横  ナ デ ヘ ラみがさ 砂ま じり 肉 黒 ・陪茶福缶 墨 書

9 杯 形 51× 152 ケ ヘ ラみがき 母
繊
雲
砂

内 黒・
暗茶褐色

郷 形 48 X 128 勺面光沢あり ヘ ラ 削 り ヘ ラみがさ
石
り

小
ま

内 黒 。

暗茶褐色 墨 書

郎 形 39 X 128 勺面光沢あ り ケ ヘ ラみが き小  石
ま じ り

内 黒 。

暗茶褐色

邪 形 56 X 152 勺面光沢あ り 横  ナ  デ ヘ ラみが き
石
り

小
ま

内 黒・
暗茶褐色

杯 形 46X136 勺面光沢あり 横  ナ デ ヘラみが き 砂ま じり 内 黒・暗茶褐色

不 形 112 句面光沢あり ヘ ラ 削 り ヘラみが き
石
り

小
ま

為 黒 ・
著本想缶 墨 書

不 形 5X128 勺面光沢あ り ケ ヘラみがき
石

りじ
小
ま

内 黒・
暗茶褐色

杯 形 48 X 136 と師質須恵 横  ナ  デ 黄  ナ  デ 雲 母
。

砂まじり
黒 灰 色

高台付杯形 52×  26 横  ナ デ ヘラみがき 可ヽ  砂子  |→ ぬ
内 黒 ・
膳本 AE賄

郭 形 49)X134 横  ナ デ ヘラみが き砂ま じり 内 黒 ・
暗茶褐色

ITh 形 3.9)X  15 ケ ヘラみがき 砂ま じり 内 黒
・

膳基想毎

8号住 21-1 甕 形 87)x222 ヘ ラ 削 り ナ 砂ま じり 黄 茶 色

2 甕 形 5)X 20 不 明 不 リ 砂ま じり 月 褐 色

3 須  恵  番
長 頸 壷 尭

25)X 92 ケ 指圧・ ハ ケ 砂まじり 灰  色

4 高台付杯瘍 1.8)×   7 横  ナ  デ ヘラみが き 砂ま じり 内 黒 ・協  竹

5 甕 5)× 158 う す  い
ヘ ラ 削 り

ろ
り

す

ラ

う

ヘ
砂まじり 柊  色

第 3章 遺構・遺物
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住居跡 図版番号 器  種 法  量 特  徴
成 形

胎 土 色 調 備  考
外 内

8号住 21-6 郭 形 横  ナ  デ ヘラみがき 母
錠
雲
砂 磨茶 色

7 ETh 形 横  ナ  デ ヘ ラみがき雲 母・
砂まじり

再 黒 。

暗 茶 色
∃書

8 高 台 付 tTN形 36)×   13 横  ナ デ ヘラみがき 砂ま じり ・
色
黒
茶
勺
曽

9号住 9 腕 形 (102)× (55 不 明 ケ
4ヽ  石
ま じ り 色 茶 色

小 型 腕 形 (53)× 不 明 ケ 砂ま じり 尊茶 色

甕 形 (61)× ヘ ラ 削 り ヘ ラ 削 り
雲 母 ・
砂ま じり

曽 茶 色

甕 形 (49)× ケ ケ 砂まじり 晋 茶 色

10号住 甕 形 145)、 218 ヘ ラ 削 り ヘ ラ 削 り
」ヽ  石
ま じ り 音 茶 色

甕 形 148)X 21 器 肉 うす t ヘラみが き ケ 母
軋
雲
砂 醸 髄

須 恵 器 壺 形 58)X 104 ヘ ラ 削 り 不 明
小  石
ま じ り 吸  色

須恵器台付皿 34)× 124 ケ 砂 ま じり 暗 灰 色

17 須 恵 器 壷 形 19)X 148 黄  ナ  デ 不 砂ま じり 黒 灰 色

須 意 器 壷 形 45)× 172 外面波状沈線 ケ ケ
い  石
子 I! め 児 灰 色

22-1 甕 形 165)× 208 ヘ ラ 削 り ラ 削 り砂まじり 暗 茶 色

主 穴 郭 形 12)×  56 不 明 不 砂まじり
勺 黒 ・
著 想 缶

郭 形 16)X( 5a 不 明 不 砂まじり ・
色
黒
褐
勺
嗜

土拡 3 4 高合付郭形 (  3)X  86 ヘ ラ 削 り ヘラみが き
石
め
勺 黒 ・

「_/基 缶

土拡 4 郭 形 3)X 158 横  ナ  デ ラみがき 雲 母
・

砂まじり
・
色
黒
茶
勺
瞥

甕 形 55)×   62 ヘ ラ 削 り ケ 砂ま じり 嗜黒褐色

7 甕 形 242)× 216 ヘ ラ 削 り 才旨 ナ  ラ 砂ま じり 母  色
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第 17図  出土遺物(3) 1～ 114号住  12～ 165号住



第 18図  出土遺物14)  1～ 125号住 13～ 156号住
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第 4 圭早

本遺跡からは,竪穴住居址 15軒 ,掘立柱建物址2棟,柱穴列を伴なう溝状遺構 1本が検出された。

竪穴住居址の多くは,一辺約 4m位の隅丸方形を呈し,北または東の部分にカマ ドをそろえて

いた。これらはいずれも土師器甕・郭と須恵器 ,必 。壺・蓋などが伴出し,中には紡錘車 ,フ イ

ゴの口などを伴なうものもあった。これらの遺構と遺物の特徴からみて ,こ の住居址は大体 9世

紀前半より9世紀中頃に営まれたものと考えられる。

伴出遺物の中の特徴について述べておきたい。先ず紡錘車について考えてみることにしよう。

この遺跡からは土製 。石製 。鉄製の 3種 4個が出上している。とりわけ,中でも4号住居址は土

製と鉄製のものが伴出した。 1基の住居址から2個 のしかも,材質を異にする紡錘車が出土す

ることは珍 らしいことといえよう。 このことは, 4号 住居址に住んだ人が機織と密接な係りを

もっていたことを示すものかも知れない。当地方では紡錘車が弥生後期の富士山遺跡から出土し

ており,そ の技術が少なくともその時代に存在していたことが知られる。しかも本遺跡の時代に

なると同時期の木葉下窯址からも陶製のものの出土をみるなど出土例が増加し, また発展をみた

らしい。このような発達の跡は,「常陸国風上記」久慈郡の記事の中にも垣間見ることができる。

しかも,その記事によって機織の系譜をひくと考えられる長幡部神社が常陸太田市にあり,ま た

静織に関係するとみられる静神社も瓜連町にある。他に常陸太田市には幡という地名も現存して

いる。これらは,古代におけるこの機織の盛行の一端を現在に伝えるものかも知れなぃ。

次に墨書土器について考えてみることにしよう。住居址群全体から約 20点出土している。 そ

の殆どは一文字であるが, 7号住居址では二文字のものが 5点出上している。二文字の墨書土器

は,他遺跡の例をみれば,左程珍しいことではないが,本遺跡においては, 7号住居址以外が

一文字であり,こ の住居址だけが例外というところに特色がある。その特色が示す実態は明らか

ではない。

4号住居址からは,フ イゴの日と鉄鉾が出土している。これらは,覆土中から出土 したので ,

住居の廃棄以降に投棄されたものとみて差支えあるまい。しかし,こ れらの遺物の存在は,決 し

て軽視すべきものではない。すなわち,こ れによってこの遺跡において製鉄と関連 して技術もま

た存在していたことが裏付けられるのである。

ともかく,紡錘車,墨書土器 ,フイゴの回,鉄鉾をはじめとする住居址の出土遺物は,風上記の

世界に生きた人々の生活を髪軍とさせる貴重な資料といえよう。

また竪穴住居址群の北方には,柱穴列を伴う溝状遺構がみられる。この遺構は,柱穴列が 9号

住居址の上に造られているところをみると,住居址群より更に新しい時期に造 られたものであっ

めとま
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たろう。これらには伴出遺物もなく,その時期は不明である。

竪穴住居址群の北西方には,掘立柱建物址が 2棟検出された。伴出遺物もなく,その築造時期

は明らかでない。

今回の調査は,台地上の工場建設予定地内の 4分の 1を発掘したにすぎない。従って,こ れを

もとに遺跡の実態を追究するには限界がある。幸いにも,今後更に残りの部分も調査する予定に

あるという。我々は,その調査の成果を期待し,それが出た時点で改めて考えてみることにした

時ヽ。
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(付)大宮町鷹巣遺跡予備調査略報

伊 東 重 敏

1.遺 跡 の 概 要

当遺跡は,那珂郡大宮町鷹巣字原に所在する。久慈川に臨む標高 59～ 61メ ートルの台地上に

土器片の散布が認められ,久慈川の作る低地に対する遺跡西方は急がいに終っている。

また,その支流が L字形に遺跡の南方と東方を切っており,ために,北から張り出した舌状台

地の様相を呈している。

2.遺跡に関する経過

台地上に土器片の散布することについては,古 くから知られており,県が「遺跡台帳」を傍

るに当って,つ とに掲載されてきたものであったが,その後,町当局の工業団地構想が企画され

た際の踏査で ,瓦片も散布するばかりか,土地所有者や耕作者の情報から,その東方斜面には瓦

窯も附属する疑いが持たれ,単純な集落遺跡のみではなく,二人関係集落も含まれる予想もあっ

て ,重要な注目すべき遺跡と考えられるに至った。

しかし,土地買収上の制約があって,その計画は中断し,遺跡の一部は運動公園にされて町民

に活用されてきた。

今回,その部分を中心に工場建設の計画が発生するに及んでの予察者は,現状が整地されて砂

利などが入って,遺物の状況の確認が困難であるばかりか,予想される遺跡の重要性からして ,

予備調査の必要性を県文化課に進言 した。

幸い,町当局の努力と,進出を予定する企業の理解があって,確認のための調査を実施するこ

ととなったが,予察者の一身上の都合から,その担当ができなくなったので,急きょ伊東重敏が ,

その調査計画を,そのまま引き継いで,実施することになったのである。

3.予備調査の経過

調査は 10メ ートルごとに, 幅 1メ ートルの トレンチを,南北に入れ,なお細部確認の要のあ

る部分は,グ リッド法によって拡張精査する方針で,昭和 56年 6月 24日から実施した。

トレンチは東から順にAから名称を付して, 10メ ートルごと区画して設定したが,予想に反

して,Aト レンチでは 3区から,ま た Bト レンチでは 2区から,それぞれ遺物包含層に到達し,

遺構らしいローム面の落ち込みも認められるに至ったので,Aト レは 90メ ートル,Bト レは60

メートルで延長を打ち切り,以下 Cト レ～ Fト レも60メ ートル,Gト レは 50メ ートルまで設定

した。

なお,念のために,建設予定地西端に位置させるLト レンチを, 120メ ートノ1/O長さで設定し,
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7月 21日 一応の結果を見たので ,調査作業を中断し,本調査のための協議と準備に入るよう,関

係方面に進言した。

4.予備調査の所見

作業の結果,明確な遺構の所在確認にまでは至っていないが,遺物包含層には ,ほ とんど各ト

レンチ共到達している。

得ることのできた遺物のうち,最も数量の多いものは,鬼高式と国分式に属する土師器片と須

恵器片であり,瓦の小片も混在している。

また,Eト レ2区では加曽利 B式上器片,Fト レ2区では堀之内式土器片,同 トレ4区では弥生

土器片を検出している。

他の遺物としては,国分式に伴うと思われる土錘と,縄文に伴うであろう石ぞくと若千の加工

痕の認められる石片であり,そのなかのひとつは,先土器に属する疑いが濃い。

さらに,土師片のなかには,さ らに古式に編年されるものもあるように思われるものがある。

5。 今後の対策に関する意見

今回調査を実施した範囲の遺物は,注目すべきものがあるが,そ の出土量は,概 して薄 く,遺

跡中心部からはそれているように見え,瓦片も小片であったが,と もかく,明確な包含層を持っ

ている点で,本調査の必要性が失われるものでは決してない。

また,残余の部分については,遺跡中心部にかかる公算が大であり,特に製瓦関係集落を含む

可能性も高い点からして,建設計画に合せて,明年度後に逐次調査を実施する必要がある。

また,町当局は当遺跡の範囲が,今回調査区と,次年度以降に予定される地区,つまり,工場

建設予定区域の,東と西側にも延びている点を理解して,今後の保護対策に万全を期すべきであ

る。

さらに,当遺跡出上の瓦は,その技法からみて,久慈郡衡関係のものと思われるが,それらに

関する遺構はもとより,瓦の型式そのものも,ま だよく知られていない点があるし,製造関係の

問題は含むところが大きい点をも考慮して ,西側にその所在が予想される瓦窯関係遺構について

は,町当局自体の調査保護顕彰計画の早急な策定が望まれる。

以  上
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